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平成 19年 12月 26日 

 

 

各 位 

 

 

会 社 名 ミ タ チ 産 業 株 式 会 社

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  橘  至 朗

コ ー ド 番 号 ３３２１ 東証・名証第一部

問 合 せ 先 常務取締役管理本部長 伊藤 洋

電 話 番 号 ０５２－３３２－２５９６

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成19年７月９日の決算発表時に公表しました平成20年５月期（平成19年６月１日～平成20年５月31日）の中間業

績予想および通期の業績予想を、下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成20年５月期中間業績予想の修正 

 

（１）連結中間業績予想（平成19年６月１日～平成19年11月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 18,700 370 390 220

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 19,200 500 510 240

増  減  額 （Ｂ）－（Ａ） 500 130 120 20

増  減  率     （％） 2.7 35.1 30.8 9.1

前期（平成19年５月期）中間実績 14,958 338 397 224

 

（２）個別中間業績予想（平成19年６月１日～平成19年11月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 17,900 345 360 200

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 18,600 510 510 240

増  減  額 （Ｂ）－（Ａ） 700 165 150 40

増  減  率     （％） 3.9 47.8 41.7 20.0

前期（平成19年５月期）中間実績 14,431 341 395 217

 

修正の理由 

（１）連結中間業績予想 

当中間期の業績につきましては、主要取引先である自動車業界やアミューズメント業界向け商材の販売が堅調で

あったほか、受託生産や工作機械向け組付け受注が増加したことなどもあり、売上高は当初予想を上回る見込みで

あり、また営業利益、経常利益につきましても当初予想を上回る見込みであります。 

なお本中間期において投資案件に伴う50百万円の減損処理を予定しており、中間純利益の予想は微増としており

ます。 

（２）個別中間業績予想 

修正の主な理由は、上記「連結中間業績予想」と同じであります。このため、売上高、営業利益、経常利益、中

間純利益はいずれも当初予想を上回る見込みであります。 
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２．平成20年５月期通期業績予想の修正 

 

（１）連結通期業績予想（平成19年６月１日～平成20年５月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 39,300 1,010 1,040 600

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 39,300 1,010 1,040 550

増  減  額 （Ｂ）－（Ａ） 0 0 0 △50

増  減  率     （％） 0.0 0.0 0.0 △8.3

前期（平成19年５月期）通期実績 34,601 976 1,104 620

 

（２）個別通期業績予想（平成19年６月１日～平成20年５月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 38,000 940 970 550

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 38,000 940 970 500

増  減  額 （Ｂ）－（Ａ） 0 0 0 △50

増  減  率     （％） 0.0 0.0 0.0 △9.1

前期（平成19年５月期）通期実績 33,440 968 1,088 608

 

修正の理由 

（１）連結通期業績予想 

通期の連結業績予想につきましては、下期の販売が当初予想より減少する見通しであり、売上高、営業利益、経

常利益につきましては、平成19年７月９日に公表しました通期業績予想に変更はありません。 

ただし、連結中間業績予想の修正の理由において記載した通り、中間期において投資案件に伴う50百万円の減損

処理を予定しており、その分当期純利益を修正しております。 

（２）個別通期業績予想 

修正の主な理由は、上記「連結通期業績予想」と同じであります。このため、当期純利益のみ修正しております。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


